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     アマチュア無線 新スプリアス規格への対応 

 

 世界無線通信会議の無線通信規則(ＲＲ)の改正により平成１９年１１月３０日以前に製造され

た機種は旧基準のため、新基準に適合していることの確認をとる必要があります。 

そのままだと平成３４年１２月からは再免許されず使用できなくなります。 

今、雑誌等で販売広告の出ている無線機は全て新基準のものです。 

JARL の登録機種は全て旧基準であり、技術適合基準の機種は新旧の基準が混在しています。 

新旧を判断する基準は、技適番号 002KN397 以降が新基準のものですが次の５機種に例外があ

ります。 

 

 【例外】  新基準               旧基準 

     002KN384 (ID-91)アイコム      002KN410 (TH-F7)ケンウッド 

     002KN392 (VX-6)ヤエス        002KN486(IC-910)アイコム 

                        002KN489(IC-7400)アイコム 

 

JARL 登録機種及び旧基準の技適対応機種は、スプリアスの値が新基準に適合しているか否かを

調べ適合している場合には JARD(日本アマチュア無線振興協会)によりスプリアス確認保証の手

続きを行えば平成３４年以降も再免許され使い続けることが出来ます。 

 これらの詳細は、JARD や総合通信局のホームページ又 CQ 誌 平成２９年４月号に掲載され

ております。 

 

 我々アマチュアが一番利用し易いのは、JARD の確認保証を利用する方法なのでそれを説明し

ます。又、総務省の確認公表ﾘｽﾄに掲載されている機種は強度確認届出書を直接総合通信局に提

出できる。 

【準備するもの】 

1. 無線局事項書及び工事設計書 (最新のもの) 

・局免番号、識別番号(呼出符号)、装置番号、周波数、電波の型式、変調方式、終段、出力ほか 

2. メーカー、送信機の型式、登録番号又は技適番号、製造番号 

・保証可能リストにより、確認保証が受けられることを調べておく(保証可能リストは JARD のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

から) 

3. 確認保証願書、強度確認届出書 の書式 ⇒ JARD のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ又は JARD から取り寄せる 

 

【記入上の注意】 

1. 確認保証願書には、保証を依頼する装置のみ記入する(該当する装置番号のもののみ) 

2. 強度確認届書には、全ての装置について記入し、該当する保証対象欄の□にレ点を付ける 

3. 技適番号を記入した機器は、③の欄への記入は省略できる 

4. その無線機に付属装置がある場合には、保証願書の該当欄に装置名等を記入するとともに、強

度確認届出書には、付属装置の諸元を追記する 

5. JARL会員の場合、確認保証願書の特例適用欄に JARL会員と記入し会員証のコピーを添付する 
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【記入後の手続き】 

1. 手数料を計算し郵便局他で JARDに振り込み、納付書を保証願書に貼る 

2. JARDに郵送すれば、その後の処理は全て JARDで行う 

        スプリアス保証願書記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         不要発射の強度確認届書の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

【保証料金等】 

1. 基本料金は１台分を含み \2,500、 ２台目以降は１台ごとに\1,000 

2. JARLの会員特典: 基本料金で３台まで確認保証できる (３台まで\2,500) 

3. JARL会員の特典は、無線局ごとに受けられるので、複数局の免許を受けている方は複数の恩恵

あり 

4. 親子等で無線機の共用で免許を受けていても、確認保証は無線局に対してであるので局免ごと

に確認保証の手続きをする必要あり。 ⇒ 複数倍の確認保証料金が必要 

 

【その他】 

1. JARDの確認保証は紙での申請のほか、JARDのホームページからWebでの申請方法もある 

2. この制度に対する問い合わせ先 

・ＪＡＲＤ保証事業センター（スプリアス確認保証担当）  電話 03‐3910‐7286 

〒170-8088 東京都豊島区巣鴨 3丁目 36-6 共同計画ビル 5F 

・東海総合通信局       電話 052‐971‐9622 無線通信部陸上課 アマ無線担当 

3. JARDでの事前調査 612台、 適合 516台、不適合 96台 

内 近傍:2台、  近傍+高低調波:10台、 高低調波:84台であった (H29.3.17現在) 

・送信機とアンテナの間にフィルターを入れてスプリアスを減衰させるための専用の装置は現在販売されて

いない 

4. スプリアス確認保証とは別に JARD 以外の業者で測定し確認届を提出する方法もあるが、手続き

が複雑であり費用も異なる 

5. 総合通信局の確認公表リストに掲載されている機種は、測定結果通知書の添付を省略できる 

6. JARDの確認保証以外による手続きの記入サンプル(下記)のみ掲載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

         平成 29年 3月 26日 

       富士市アマチュア無線非常通信協力会 

           文責: ＪＡ２ＡＰＮ 

          高澤 勝彦 

測定業者が作成 測定結果通知書 

総務省「電波利用ホームページ」からダウンロードし

申請者が作成 「不要発射の強度確認届書」 

スプリアス測定結果通知書 

測定業者名 


